
 

 

 

 

習志野市 
未来のために～みんながやさしさでつながるまち～ 

令和５年４月２８日 

 

 

 

 

 

 

習志野市は、「習志野隕石１号」の模型を市内すべての小中学校に配布しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでにご案内のように、習志野市では３Ｄプリンターで造形し、精密塗装を施したリアルな

「習志野隕石レプリカ」を市庁舎、図書館、公民館で展示しています。 

このたび、実物の習志野隕石やレプリカをもとに職員の手で作り上げた「隕石模型」２４セット

を、市立の１６小学校、７中学校、さらに、私立の東邦大学付属東邦中学校・高等学校に寄

贈します。市内すべての小学校・中学校に習志野隕石の模型が配置されることで、子どもたち

に「習志野隕石」をより身近に感じてもらうための授業等の展開が可能となりました。 

模型の制作は、３Ｄプリンターで造形したレプリカの原型を粘土に埋め、「シリコンゴム」で型を

作り、型に「レジンキャスト」（無発砲ウレタン樹脂）を流し込んで制作し、一つずつ手作業で着

色し仕上げました。 

市では、習志野隕石を通じて「子どもたちに宇宙へのロマンと科学への興味を感じてほしい」

と考えています。 

 

 

『習志野隕石模型』をすべての小中学校にお届け 

隕石模型を２４セット制作し、市立２４校へ 

【問い合わせ】 

政策経営部  広報課 

電話：047-411-5871 


